
都道府県名：福岡県 市町村名：北九州市 

１．活動名 

ほばしら探検隊 

２．取組の背景、目的 

４山からなる帆柱自然公園をフィールドに、自然の中での様々な体験を通して 

「人と自然との共生」について学ぶ活動を行っている。 

環境教育が叫ばれている昨今、自然に対する感受性や環境に対する関心を培う 

から一歩進んで、持続可能な社会を構築する為に生命を尊び、自然を大切にし 

環境を守ろうとする自らが主体性を持ったものに変化している。 

五感(観る、聴く、嗅ぐ、味わう、触れる)を使って自然を身体で感じ、森の中で

思い切り遊ぶことで子どもたちに温かい何かが生まれる。 

それは「人」「森」｢植物｣｢生物｣がお互いを必要とし、共に生きているという思

いやりの心。また未知なる自然への探求心、冒険心発掘できる。 

３．実施主体 

  ＮＰＯ法人帆柱自然公園愛護会 

４．取組の概要 

平成１４年から初めて今年で１０回目を迎える  

構成 隊長・副隊長・リーダー約１０名 支援 北九州市立大学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ１５名 

対象・・小学校３年から６年までの男女 ４０名～５０名（北九州一円） 

実施・・４月～翌年３月まで年１０回 夏２泊３日ｷｬﾝﾌﾟ 冬１泊２日冬合宿 

    毎月第３日曜日 9：30～16：00  

場所・・皿倉山、権現山、帆柱山、花尾山の自然公園一帯 

内容・・自然にふれよう！自然とあそぼう！自然に学ぼう！ 

    四季折々の自然の中で、子どもたちがチームに分かれて体験をする 

    「木登り」「森の基地づくり」「森林パトロール・山を守る仕事」 

    「森の仕組み・木の変化に気づこう」「山の土遊び」「野鳥観察」 

    「虫とのかかわり」「植樹と育樹」「４山征服」「落ち葉を森へ帰そう」 

５．支援事業（国、都道府県、各種団体等から支援、補助を受けている事業名、及び補助率を記入して下さい。） 

なし 

６．取組等についての成果や課題 

・探検隊の活動は指導型ではなく、個々の力、心を導き出す誘導型なので知恵を

出し工夫をする子供になった。 

・「森の子になろう」を合言葉に自然と向き合い、対話し、同じ隊員と力を合わ

せてチャレンジして行くたくましい子どもになった。 

・４年間参加する子どももいて、目的を持った子どもに成長して行った。 

・応募が多く、開催の適正人数を絞らなくてはいけないのが残念だ。 



 

写真添付欄 

 

写真の説明欄 

 

皿倉山をバックにほばしら探検隊集合！ 

自然と友だちになりました。 

  

植樹をした後の育樹が大切です。 

しっかり手入れをします。 

  

山の標識は大切です。登山者の安全を 

守ります。 

  

木登り楽しいな！木はたくましくて 

温かいです。ぼくたち「森の子」です。 


